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10
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
17
年
度
決
算
の
概
要

10
月
23
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
市
長
か
ら
平
成
17
年
度
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
11
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

審
議
の
結
果
、
決
算
認
定
案
件
11
件
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
長
な
ど
の
議
会
役
職
の
改
選
も
同
時
に
行
い
、
議
長
・

副
議
長
選
挙
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
、
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
を
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
認
定
案
件
を
審
査
す
る
た
め
、
8
名
の
委
員
か
ら
な

る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。（
10
面
）

同
日
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
、
4
特
別
委
員
会
の

廃
止
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

8
月
16
日

第
2
8
6
回
定
例
会
告
示

8
月
22
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
1
日
）

・
議
案
30
件
一
括
上
程
、

市
長
提
案
理
由
説
明

9
月
4
日

議
会
運
営
委
員
会

9
月
7
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
2
日
）

・
一
般
質
問
（
6
名
）

9
月
8
日

本
会
議
（
第
3
日
）

・
一
般
質
問
（
5
名
）

9
月
11
日

常
任
委
員
会
審
査

・
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

・
生
活
環
境
常
任
委
員
会

9
月
12
日

常
任
委
員
会
審
査

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

・
総
務
財
政
常
任
委
員
会

9
月
15
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
4
日
）

・
議
案
30
件
一
括
上
程
、

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

・
追
加
議
案
（
人
事
案
件
）

1
件
上
程
、
市
長
提
案
理
由

説
明
、
採
決

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

並
び
に
補
充
員
選
挙

・
請
願
書
1
件
上
程
、
採
決

・
百
条
委
員
会
調
査
結
果
報
告

・
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管

事
務
調
査
事
項
を
決
定

10
月
11
日

第
2
8
7
回
臨
時
会
告
示

10
月
18
日

議
会
運
営
委
員
会

10
月
23
日

本
会
議
（
第
1
日
）

・
議
案
11
件
一
括
上
程
、

市
長
提
案
理
由
説
明

・
決
算
案
件
11
件
を
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
、
継

続
審
査

・
議
長
、
副
議
長
選
挙

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
選
任

・
常
任
委
員
会
委
員
選
任

・
追
加
議
案
（
人
事
案
件
・

監
査
委
員
）
1
件
上
程
、

市
長
提
案
理
由
説
明
、
採
決

・
決
議
案
4
件
上
程
、
採
決

◆
第
2
8
6
回
定
例
会
日
程
◆

◆
第
2
8
7
回
臨
時
会
日
程
◆
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三田市の平成17年度決算収支状況
単位：円

（注）実質収支は、形式収支額から翌年度へ繰越すべき財源を差引いた額

一般会計�

歳入決算額�

43,725,342,394�

30,083,544,709�

6,511,576,293�

173,811,149�

35,322,808�

4,215,350,236�

2,335,434,228�

6,357,017,926�

6,564,240,952�

31,288,155�

161,048,450�

3,698,454,512�

73,808,887,103

43,082,068,203�

29,156,600,562�

6,360,598,316�

82,874,112�

35,322,368�

3,603,296,860�

2,333,837,228�

6,395,002,364�

6,564,240,952�

31,288,155�

108,086,463�

3,642,053,744�

72,238,668,765

643,274,191�

926,944,147�

150,977,977�

90,937,037�

440�

612,053,376�

1,597,000�

△ 37,984,438�

0�

0�

52,961,987�

56,400,768�

1,570,218,338

520,391,880 �

81,370,000 �

0 �

0 �

0 �

81,370,000 �

0 �

0 �

0 �

0 �

0 �

0 �

601,761,880 

122,882,311�

845,574,147�

150,977,977�

90,937,037�

440�

530,683,376�

1,597,000�

△ 37,984,438�

0�

0�

52,961,987�

56,400,768�

968,456,458

区分�
会計� 歳出決算額�形式収支額� 実質収支額�翌年度へ繰越�

すべき財源�

特別会計�

国民健康�
保険事業�
農業共済�
事　　業�
住宅資金�
貸付事業�

下水道事業�

北摂三田ニュー�
タウン建設事業�
老人保健�
医療事業�
三田駅前地区市�
街地再開発事業�
公営墓地�
整備事業�

駐車場事業�

介護保険事業�

計�

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、市
税

は
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
収
に

よ
り
0
・
9
％
の
減
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地

方
交
付
税
が
14
・
7
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
が
、所
得
譲
与
税
を
含

め
た
地
方
譲
与
税
及
び
地
方
交

付
金
が
6
・
1
％
の
増
、
基
金
繰

入
収
入
な
ど
そ
の
他
収
入
で
36
・

4
％
の
増
と
な
っ
た
た
め
、
総
額

で
は
前
年
度
に
比
べ
12
・
0
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
歳
出
で
は
、投
資
的
経
費

が
三
田
駅
前
一
番
館（
キ
ッ
ピ
ー
モ

ー
ル
）床
取
得
事
業
な
ど
の
事
業

費
増
に
よ
り
51
・
6
％
の
増
、人
件

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
1
・

6
％
の
増
と
な
っ
た
た
め
、総
額
で

は
12
・0
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
律
し
た
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
市
民

セ
ン
タ
ー
や
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
・

市
民
活
動
推
進
プ
ラ
ザ
な
ど

様
々
な
市
民
活
動
を
展
開
す
る

ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
の
開

館
と
そ
の
運
営
。

人
権
の
尊
重
と
共
生
社
会
づ
く
り

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の

設
置
や
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に

向
け
た
人
権
施
策
の
推
進
な
ど
。

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
づ
く
り

市
民
健
康
診
査
の
拡
充
、地
域

で
の
支
え
あ
い
を
促
進
す
る
た
め

の
地
域
福
祉
支
援
員
の
配
置
や

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
、

救
急
業
務
の
高
度
化
や
携
帯
電

話
通
信
エ
リ
ア
の
拡
大
、
防
災
ネ

ッ
ト
さ
ん
だ
の
配
信
、登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
な
ど
。

充
実
し
た
生
涯
生
活
づ
く
り

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
、学

習
障
害
な
ど
の
障
害
児
の
特
別

支
援
教
育
や
小
学
校
総
合
学
習

英
語
活
動
の
推
進
、ま
た
、ウ
ッ
デ

ィ
タ
ウ
ン
図
書
館
分
館
の
開
館
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
推

進
、の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
開
催

準
備
な
ど
生
涯
学
習
活
動
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
。

豊
か
な
自
然
と
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り

全
国
育
樹
祭
の
開
催
と
と
も

に
里
山
の
保
全
と
活
用
の
拠
点
、

ま
た
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
有
馬
富
士
共
生
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、貴
志
長
尾
線
な
ど
の
完

成
に
よ
る
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
、公
共

交
通
対
策
と
し
て
の
バ
ス
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
。

活
力
あ
る
経
済
基
盤
づ
く
り

有
害
鳥
獣
の
防
除
対
策
、農
業

機
械
の
整
備
支
援
な
ど
地
域
農

業
の
振
興
。テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
処
分

完
了
な
ど
、企
業
立
地
支
援
に
よ

る
市
内
雇
用
の
促
進
。
さ
ら
に
は

中
心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
の
三
田
駅
前
一
番
館
キ
ッ
ピ

ー
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
。

す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て

徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
り
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
と
も12

・
0
％
増

一
般
会
計
の
財
政
収
支
は
、歳

入
総
額
4
3
7
億
2，
5
0
0
万
円
、

歳
出
総
額
4
3
0
億
8，
2
0
0
万

円
。
差
し
引
き
6
億
4，
3
0
0
万

円
と
な
り
、翌
年
度
へ
繰
越
す
る

5
億
2，
1
0
0
万
円
を
除
い
た
実

質
収
支
額
は
、1
億
2，
2
0
0
万

円
で
、昭
和
55
年
以
来
連
続
で
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
を
除
く
全
て

の
会
計
で
黒
字
決
算
で
あ
り
、特

別
会
計
全
体
で
は
歳
入
総
額
3

0
0
億
8，
3
0
0
万
円
、歳
出
総

額
で
は
2
9
1
億
5，
6
0
0
万
円
、

繰
越
し
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
額
で
は
8
億
4，
6
0
0
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

し
か
し
、健
全
財
政
を
示
す
指

標
の
一
つ
で
あ
る
経
常
収
支
比
率

は
95
・
8
％
と
、前
年
度
に
比
べ
て

5
・
4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、

財
政
の
硬
直
化
が
急
激
に
進
み
、

三
田
市
の
財
政
は
危
機
的
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

危
機
的
な
財
政
状
況

平
成
17
年
度

実
施
し
た
主
な
事
業

定例会と臨時会の違いは？
年4回（3月、6月、9月、12月）定期的に開催される会議を定例会といい、必要に応じて開かれ、事前に告示をするものを臨
時会といいます。

▲役員選出風景（議場）


